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今和 7年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科 l年 シラバス

教科名 科日名 (校内名称) 単位数 教 材

サイエンス AF探究基礎

教科書 :情報 I[数研出版]

副教材 :情報 Iサポー トノー ト [数研出版]

副教材 :ニユーステップアップ情報 I[東京書籍]

副教材 :普通科課題研究ガイ ドブック[倉敷夫城高校]

学習の

ねらい

様々な事象を多角的、複合的に捉え、課題を発見・解決していく探究活動の中で、情報技術の活用に

踏要な基礎的な知識・技能を身に付けるとともに、よりよく課題を解決していくための資質・能力を育

成する。「AF探究」と連動して、科学的・統計的な問題解決学習 (探究活動)を 実施する。

(1)情報機器や情報通信ネットワークなどを通切に活用してデータを収集、整理するスキルを育成す

る。

(2)探究活動の成果を効果的にまとめる力や他者へ分かりやすく表現・説明できるコミュニケーショ

ン能力を育成する。

(3)課題に主体的に向き合い、粘り強く考え行動し、課題の解決や新たな価値の創造に向けて、積極

的に挑戦 しようとする饉度を基う。

また、SSH先導的改革 I期では新たな価値を創造するために踏要な力として、以下の「目指す 3つ

の力」を探究活動内で育成する。

・企画力 (と らえる力):身の回りの問題を見つけ、そこから課題を設定し、具体的に探究活動につなげ

るカ

・迫究力 (き わめる力):試行錯誤しながら、多様な知識・経験・考えをつなげて、粘り強く探究活動を

進めていくカ

・協働力 (つ ながる力):チーム活動や発表会等を通じて他者と相互作用して、事物をつくり出すカ

投業形態

ア ドパイス

など

この投業では、特に探究活動に必要な情報機器や情報通信ネットワークについての学習を中,こ に実施し

ます。

発表会等においても、第二者に分かりやすい発表を意識して準備しましょう。外部での発表の機会もあ

ります。積極的にチャレンジしましよう。

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

情報機器や情報通信ネットワ

ークを通切に活用する基礎的な

矢B識を身に付けている。

表計算・ワープロ・プレゼンテ

ーション・プログラミング等の

基本的な知識や操作方法を身に

付けている。

得 られたデータか ら効果的な

図 ,表やグラフを作成する能カ

を身に付けている。

プレゼンテーションソフ トを

活用 し、分か りやすいスライ ド

をつ くったり、分かりやすい発

表 を行 つた りす ることがで き

る。

情報技術を通切に活用し、社

会の問題に主体的に今画しよう

としている。

育てたい生徒像

(資質・能力)

との関連

企画カ

追究カ

カ

カ

究

働

追

協

カ

カ

画

働

企

協

主な

評価方法

0情報機器等の基本的スキル

O先行研究のレビュー

O考査 (2口 ,4口,年度末での

「情報」の考査)

O論文・ポスター・スライ ド

O発表の様子

O発表会において他者を評Ⅲ価す

る「コメントシー ト」の記述内容

O教員による観察



学期 学習内容
学習の到違日標

知識・技能 思考・判断・表現  1 主体的に学習に取り組

前
期

情報機器の活用と情報モラル・

研究倫理

基礎統計処理

・情報機器や情報通信ネ

ットワークを通切に活用す

る基礎的な知識を身に付

けてヽヽる。

・表計算・ワープロ・プレゼ

ンテーション・プログラミン

グ等の基本的な知識や操

作方法を身に付けている。

・探究活動に盤妥な情報

を効率よく迫切に得ること

ができる。

・データの収集や論文作

成の場面で、著作権など

に留意しながら活動を進

めることができる。

・情報通信機器を積極的

に活用して疑間などを解

決しようとしている。

・著作権などに配慮しな

がら、自分たちのオリジナ

ルの図・表などを作成しよ

うとしている。

・分散、標準偏差などの基

礎統計について基礎的な

知識を身に付けている。

・得られたデ…夕を通切に

統書十処理でき、表やグラフ

を作成することができる。

表計算ソフトなどを積極

的に活用し、科学的にデ

ータ処理を行おうとしてい

る。

後
期

ロードマップ発表会、中間発表

会、年度末発表会等の準備

'スライド、ポスター、論文

を作成するために雖要な

知識・技能を身に付けて

いる。

・探究成果を他者に分か

りやすく伝えるための表現

の工夫や効果的な図・表、

グラフの活用などができ

る。

・他のメンパーや教員と績

極的に関わりながら、様々

な工夫をしようとしている。

備考

「AF探究」と連動して、科学的・統計的な問題解決学習 (探究活動)を実施する。

副教材は、高校卒業後も活用できる便利な書籍なので、大切にとっておくこと。



今和 7年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科 1年 シラバス

教科名 科目名 (校内名称 ) 単位数 教 柑

サイエンス AF探究 2

教科書 :情報 I[数研出版]

副教材 :情報 Iサポー トノー ト [数研出版]

副教材 :ニ ューステップアップ情報 I[東京書籍]

副教材 :普通科課題研究ガイ ドブック[倉敷天城高校]

学習の

ねらい

様々な事象を多角的t複合的に提え、課題を発見・解決していく探究活動の中で、情報技術の活用に

雖要な基礎的な知識・技能を身に付けるとともに、よりよく課題を解決していくための資質 能`力を有

成する。「AF探究基礎」と運動して、科学的・統計的な問題解決学習 (探究活動)を 実施する。

(I)情報機器や情報通信ネットワークなどを通切に活用してデータを収集、整理するスキルを育成す

る。

(2)探究活動の成果を効果的にまとめる力や他者へ分かりやすく表現 `説明できるコミュニケーショ

ン能力を育成する。

(3)課題に主体的に向き合い、粘り強く考え行動し、課題の解決や新たな価値の創造に向けて、積極

的に挑戦 しようとする態度を基う。

また、SSH先導的改革 I期では新たな価値を創造するために必要な力として、以下の「目指す 3つ

の力」を探究活動内で育成する。

・企画力 (と らえる力):身の回りの問題を見つけ、そこから課題を設定し、具体的に探究活動につなげ

るカ

・追究力 (き わめる力):試行錯誤しながら、多様な共口識・経験・考えをうなげて、粘り強く探究活動を

進めていくカ

・協働力 (つ ながる力):チーム活動や発表会等を通じて他者と相互作用して、事物をつくり出すカ

授業形態

ア ドバイス

など

各自の輿味・関′せに薦じて、分野ごとに I班 5人程度の班をつくって探究活動を進めます。

班のメンバーや分野担当の先生としっかりとディスカッションをしながら進めていきましょう。

テ‐マの宿史定に当たっては、先行研究をしっかりと参考にしましよう。

外部での発表の機会もあります。積極的にチャレンジしましょう。

評価の観点 知識・技能 患考 t判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

情報機器や情報通信ネットワ

甲ク、書籍などを通切に活用し

てデータを収集、整理する基礎

的なスキルを身に付けている。

得 られたデニタを客観的に処

理 して、分析・考察する資質・能

力を身に付けている。

プレゼンテーションソフ トを

活用 し、分かりやすいスライ ド

をつくったり、分かりやすい発

表 を行 つた りす ることがで き

る。

積極的に班のメンバーや先生

等とデイスカッションし、試行

錯誤を繰 り返 しながら最適な方

法やアイデイアを探ろうとして

いる。

育てたい生徒像

(資質:能力)

との関連

企画カ

追究カ

カ

カ

究

働

追

協

カ

カ

画

働

企

協

主な

評価方法

O情報機器等の基本的スキル

O先行研究のレビュー

0ロ ー ドマツプ

0論文・ポスター・スライ ド

O発表の様子

O発表会において他者を評価す

る「コメントシー トとの記述内容

O教員による観察



学期 学習内大合
学習の到違日標

知識・技能 1  患考 。判断・表現 1 主体的に学習に取り組

前
期

先行研究の収集と分析

課題の設定と探究計画の作成

及び探究活動

・情報機器や情報通信ネ

ットワークなどを通切に活

用してデータを収集、整理

する基礎的なスキルを身

に付けている(セキュリティ

ーを合お)。

・オリジナリティTのある自

分たちの探究テーマを設

定することおぐできる。

・積極的に先行研究を調

べようとしている。

。課題の喜史定から、探究活

動、発表までの∵連の流

れを理解し、科学的・統計

的な課題解決に基要な知

識・技能を身に付けてい

る。

・探究活動に鮎要な『入

力変数」「出力変数」を通

切に設定することができ

る。

・様々な観点から、通切な

探究計画を立案すること

力tできる。

・積極的に課題を発見し、

試行錯誤を繰り退しなが

ら探究活動の計画を立案

しようとしている。

・他のメンバiや教員等と

積極的に関わりながら探

究活動を逃行しようとして

ヽ`る。

後
期

プレゼンテーシヨン、ポスター、

論文の作成

追実験

・スライド、ポスター、論文

を作成するために踏要な

知識・技能を身に付けて

いる。

・探究成果を他者に分か

りやすく伝えるための表現

の工夫や効果的な図・表、

グラフの活用などができ

る。

・スライド、ポスター、論文

の作成に当たり、教員や

他のメンパーや教員と積

極的に関わりながら、様々

な工夫をしようとしている。

・探究成果として不十分な

ところや不足しているデー

タについて理解し、追実験

や追調査を実施すること

ができる。

・破られた時間の中で、効

率的に追実験や追調査を

するための計画を立案す

ること力eできる。

・他のメンバーや教員とデ

ィスカッションをしながら、

効率的な追実験や追調査

の方法を模索しようとして

いる。

備考

「AF探究基礎」と運動して、科学的・統計的な問題解決学習 (探究活動)を 実施する。



今和7年度 岡山県立倉敷天城高等学校 理数科 十年 (前期) シラバス

教科名 科目名 (校内名称 ) 単位数 教 材

サイエンス AR研究 I

教科書 :情報 I[数研出版]

副教材 :情報 IサポTト ノー ト [数研出版]

副教材 :ニューステップアップ情報 I[東京書籍]

副教材 :理数科課題研究ガイ ドブック[倉敷天城高校]

学習の

ねらい

様々な事象を多角的、複合的に捉え、情報に関する科学的な見方 ,考え方を働かせ、課題解決に向け

て粘り強く探究する責質・能力を育成する。

(1)情報機器や情報通信ネットワークなどを通切に活用してデータを収集、整理するスキルを育成す

る。

(2)テ 〒マ設定に向けた患考・協議の中で、情報技術の活用に必要な基礎的なスキルを身に付け、得

られたデ‐夕を客観的に処理して分析する資質・能力を育成する。

(3)テ ーマ設定に向けた思考・協議の中で、情報技術を通切に活用し、情報社会に主体的に参画する

態度を養うと

また、SSH先導的改革 I期では新たな価値を創造するために踏要な力として、以下の「目指す3つ

の力」を探究活動内で育成する。

・企画力 (と らえる力):身の回りの問題を見つけ、そこから課題を設定し、具体的に探究活動につなげ

るカ

・追究力 (き わめる力)i試行錯誤 しながら、多様な知識・経験・考えをつなげて、粘り強く探究活動を

進めていくカ

・協働力 (つながる力):チーム活動や発表会等を通 じて他者と相互作用して、事物をつくり出すカ

授業形題

ア ドバイス

など

各自の奥味・関〕せにAじ て、分野ごとに I班 5人程度の班をつくって研究活動を進めます。

班のメンパーや分野担当の先生としっかりとテrィ スカッションをしながら進めていきましょう。

テーマの設定に当たっては、先行研究をしっかりと参考にしましょう。

評価の観点 知識・技能 患考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

情報機器や情報通信ネットワ

ーク、書籍などを通切に活用し

てデータを収集、整理する基礎

的なスキルを身に付けている。

表計算・ワープロ・プレゼンテ

ーシヨン・プログラミング等の

基本的な知識や操作方法を身に

付けている。

テーマ設定に向けた思考・協

議の中で、得られたデータを客

観的に処理 して分析する資質・

能力を身に付けている。

プレゼンテーションツフトを

活用し、分かりやすいスライ ド

をつくったり、分かりやすい発

表を行った りすることができ

る。

テーマ設定に向けた思考 ,協

議の中で、情報技術を通切に活

用し、社会の問題に主体的に争

画しようとtて いる。

研究活動に積極的に今加 し、

様々なアイディアを出し合って

よりよい方向を目指そうとして

いる。

育てたい生徒像

(資質・能力)

との関連

企画カ
カ

カ
戦
鯛

カ

カ

画

働

企

協

主な

評価方法

0情報機器等の基本的スキル

O先行研究のレビュー

O発表の様子

Oス ライ ド

O発表会において他者を評価す

る「コメン トシー ト」の記述内容

O教員による観察



学期 学習内容
学習の到違日標

知識・技能 患考・判断・表現  1 主体的に学習に取り組

前
期

情報機器の活用と情報モラル、

プレゼンテーション、プログラミ

ングの基礎

テーマ設定に伴う課題発見能

力、科学的課題の解決法の養

成

夏の特別ラボ講座

科学英語実験プログラム

テーマ決定に向けての事前学

習

・情報機器や情報通信ネ

ットワークなどを通切に活

用してデータを収集、整理

する基礎的なスキルを身

に付けている(セキュリテイ

rを含お)。

・表計算・ワープロ・プレゼ

ンテーシヨン・プログラミン

グ等の基本的な知識や操

作方法を身に付けている。

・テ‐マ設定に向けた思

考。協議の中で、得られた

データを客視的に処理し

て分析する資質。能力を

身に付けている。

・プレゼンテーシヨンソフト

を活用し、分かりやすいス

ライドをつくったり、分かり

やすい発表を行つたりする

ことができる。

・先行研究などを積極的

に調べようとしている。

・予備実験などに粘り強く

取り組もうとしている。

・校外学習での調査・見

学や情報の投業を通じ

て、これらに関する基本的

な知識や手法を身に付け

ている。

・校外学習の成果をポス

ターにまとめることお゙でき、

最終日に分かりやすい発

表を行うことおeできると

・校外学習や情報に興味

を持ち、積極的にみ加しよ

うとしてヽ`る。

・科学で使われる基本的

な共単語を身に付けてい

る。

・専門用播など、分からな

い単語がある場合、様々

なメディアで調べて、文章

の意味を理解することが

できる。

・積極的に英語を使って講

師に質問しようとしてい

る。

,後期から本格的に始まる

研究活動に必要な機器、

材料、方法などについて

の知識と操作スキルを身

に付けている。

・発表会において、他の班

の研究についても、その妥

当性や実現可能性につい

て考えることができる。

・予備実験なrに粘り強く

取り組み、活動に積極的

にかかわろうとしてと`る。

・他の班の研究にっいても

興味をもって積極的に理

解しようとしたり提案した

りしようとしている。

後
期

(前期のみの科日のため、記載

事項なし)

備考



今和 7年度 岡山県立倉敷天城高等学校 理数科 1年 (後期) シラバス

教科名 科目名 (校内名称 ) 単位数 教 材

サイエンス AR研究Ⅱ

教科書 :情報 IE数研出版]

副教材 :情報 Iサポー ト/― 卜 E数研出版]

副教材 :ニ ューステップアップ情報 I[東京書籍]

副教材 :理数科課題研究ガイ ドブックE倉敷天城高校]

学習の

ね らい

様々な事象を多角的、複合的に捉え、数学的な見方・考え方や理科の見方・考え方を働かせ、課題解

決に向けて粘り強く探究する資質・能力を育成する。

(1)こ れまで身に付けた探究するために盛要なスキルを統合的、発展的に活用できる能力を育成する。

(2)多角的、複合的な視点で事象を捉え、数学や理科などに関する課題を設定し、探究活動を深化さ

せる中で、課題解決力や創造力を育成する。

(3)課題に主体的に向き合い、粘り強く考え行動 し、課題の解決や新たな価値の創造に向けて、積極

的に〕ヒ戦しようとする鮨度を襄う。

この科目では、 1年次後期から2年次前期まで本格的な探究活動を 1年間かけて実施する。特に2年

次では、年 3口実施する理数科シンポジウムの中核として、「協働力」の伸長を図る。

また、SSH先導的改準 I期では新たな価値を創造するために捲要な力として、以下の「目指す3つ

の力」を探究活動内で育成する。

・企画力 (と らえる力):身の回りの問題を見うけ、そこから課題を設定し、具体的に探究活動につなげ

るカ

・追究力 (き わめる力):試行錯誤しながら、多様な知識・経験・考えをつなげて、粘り強く探究活動を

進めていくカ

・協働力 (つながる力):チ ーム活動や発表会等を通 じて他者と相互作用して、事物をつくり出すカ

投業形態

ア ドバイス

など

研究方法をできるだけ早く確立し、具体的なデータが取れるようにしましょう。

「ロー ドマップ」を作成し、常にスケジュールを意識 しながら活動をしましょう。

得られたデータから面白い発見があることが多いです。「なぜ ?」 「どうして ?」 と問い掛けながら、班

のメンバーや分野担当の先生としっかりとデイスカッションをしながら進めていきましょう。

発表の機会には、自分たちのオリジナリティーをしっかり主張しましょう。

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

先行研究についての知識を持

ち、研究テーマに則した迫工な実

験・観察を身に付けている。

検証に雖要なデータを収集・

記録 し、コンピュータ等のデー

タ処理の技術 を身に付 けてい

る。

研究活動に踏要な機器や材

料,方法を考え、実験 ,観察によ

る検証データの分析・考察をす

ることができる。

研究活動に必要な『入力変数」

「出力変数」を通切に設定する

ことができる。

積極的に班のメンバ…や先生

等 とデイスカッションし、試行

錯誤を繰 り退 しながら最適な方

法やアイデアを探 ろうとしてい

る。

育てたい生徒像

(資質・能力)

との関連

企画カ

追究カ

追究カ

協働カ

カ

カ
蹴
醐

評価方法

主 な

O情報機器等の基本的スキル

0先行研究のレビュー

Oロ ードマップ

O論文・ポスター・スライ ド

O発表の様子

0発表会において他者を評・価す

る「コメン トシー ト」の記述内容

O教員による観察



学期 学習内容
学習の到違日標

知識 R技能   I 患考・判断・表現  1 主体的に学習に取り組

後
期

研究計画、テーマの確認と修エ

研究活動

理数科シンポジウムヘの今加

・前期で設定した研究テ

ーマについて、先行研究

の事例や前提となる知識

を身に付けている。

・研究活動で鮎要な知識

をインターネットや書籍か

ら得る方法を身に付けて

七ヽる。

・研究活動に養要な機器

や材料,方法を考えること

ができる。

・研究活動に発妥な「入

力変数J「 出力変数」を通

切に設定することができ

る。

・班のメンパーや先生と積

極的にディスカッションを

しながら、様々なアイデイア

を出そうとしている。

・研究の意義を理解し、研

究テーマに則した迪工な

実験・観察を身に付けて

いる。

・検証に必要なデータを

収集・記録し、コンピュータ

等のデータ処理機器によ

る図や表、グラフなどにま

とめる技術を身に付けて

と`る。

・研究目的 (研究テーマ)

との整合性を考慮した実

験。観察による検証データ

の分析・考察をすることが

できる。

・積極的に班のメンパーや

先生等とデイスカッション

しt試行錯誤を繰り退しな

がら最適な方法を探ろう

としている。

。次年度 (2年次)に 向け

て、自分たちの研究を振り

退 り、課題 を理解 してい

る。

・自分たちの研究を分かり

やすく第二者に伝えること

ができる。

・2年次生の先輩に積極

的にアドバイスを求めよう

としている。

２
年
次
前
期

(2年次のシラバスに記載)

備考

1年次後期から2年次前期までの 1年間で実施する。


